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図2-6-44 地下水位変動図(近畿農政局ωによる〉

条件をよく反映しているものといえよう (図2-6-44)。

新砂丘層の水理定数は透水係数が 7.08X 10-
2 cm/s，貯留係数がほぼ 0.1である(1)。

久美浜砂丘では，農業用の地下水取水施設(浅井戸)が73カ所あり，年間 50万m
3余り を揚水し，

52 haの畑地をかんがい している(1)。取水施設は西部に密集し，東部では散存する。農業用のほ

か，上水道用 として年間 15万 m
3
余 り地下水を利用している。

なお，久美浜砂丘では，現在のところ

塩水浸入は生じていない。

(宮島吉雄〉

参考文献

(1) 近畿農政局計画部資源、課(1980):農

業用地下水調査久美浜地区報告書

15.淡路島

(1) 地形・地質
ゆづるは

淡路島の地形は，南部の諭鶴羽山地，

中部の津名丘陵，北部の北淡山地 と三

原低地および洲本低地に区分される (図

2-6-45)。

諭鶴羽山地は，紀伊半島の和泉山地，

四国の讃l波山地に連続する和泉層群の砂

岩，頁岩から構成される山地で，淡路島

で最も高い諭鶴羽山 (659m)が存在する。

津名丘陵は，主として大阪層群の磯層，

砂層，粘土層の互層から構成され，とこ 図2-6-45 淡路島の地質 (兵庫県(1)による〉

ろどころに花商岩の残丘が顔を出す標高 100-300m の起伏に富んだ丘陵である。

北淡山地は，津名丘陵に連続する主として花岡岩から構成される山地で，山地の内部あるいは
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その周辺に神戸層群および大阪層群からなる地層が点在する。

三原低地および洲本低地は，諭鶴羽山地の北西麓に広がる扇状地および沖積低地で，扇状地礁

周および沖積層が分布し，それらの下位には大阪層群から梢成される地層が広く分布する。

淡路島には，基盤の凹部や谷を埋める形で，ほとんど全域にわたって大阪層群が分布し，これ

らの基盤岩や地層の開析された低地部に扇状地喋層および沖積層が重なる地質構造となっている。

淡路島の大阪層群は，海成の粘土層が発見されず，淡水成の粘土層であり，大阪層群の中で最

も古い最下部層(鮮新世〉に対比されている。

大阪層群の厚さは 350m前後で， 層相の特徴から，上位より下位へ，①砂磯層お よび、砂層を

主とする粗粒質部，②粘土層および砂層の互層からなる細粒質部，③砂層を主とした磯層および

粘土層を挟む中粒質部，④粘土層および砂質粘土層からなる細粒質部に区分する ことができる。

この区分は，大阪層群の地下水の開発可能量と も大きく関係している。

扇状地1深層は，三原低地および洲本低地の三原川沿いおよび洲本川沿いに発達し， 3段の商が

識別され，最も広い面を有するのは中位面でその喋層は 6mから 19mの厚さで存在する。

両低地およびそのほかの海岸低地部には，海成の貝を含んだH音背色の沖積粘土層および青灰色

の粘土交り砂喋層が分布する。

(2) 地下水

大阪層群中には有能な被圧地下水が賦存するが，その量は層相および基盤の形態に左右され，

場所によって著しく異なる。

主な地下水盆は，三原低地から津名丘陵にかけての三原町，西淡町，五色町の地域(三原地下水
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図2-6-46 淡路島大阪層群の比湧出量
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図2-6-47 大阪層群の傑層分布率および互層
の状態と比湧出量

盆〉と津名丘陵北部の一宮町から津名町にかけての 2つである。

大阪層群からの揚水量は，深度 100mを越す深井戸で， 平均して 1.000m3/d前後であるが，
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その比湧出量は 200m
3
/d/m から 20m

3
/d/m と変化し，場所によってかなりの差異が認められ

る (図2-6-46)。これを大阪層群の盾相との関係でみると，粗粒質な層相で，平均比湧出量が 95

m.
3
/d/m であるのに対し，中粒から細粒質な層相で，平均比湧出量が 55m

3/d/mと細粒質な層

相ほど少なくなる。 互層の数が多く，磯層の層数の多いほど比湧出量が大きくなる傾向がみられ

る (図2-6-47)。

なお，100m 以内で基盤告に達するような山地の縁辺部では，地下水の採取ができない揚合が

多い。
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図2-6-48 三原低地における総揚水量と観測井の水位低下;量

(1970-71年観測)

観測井から得られた大阪層群の水理定数は，透水量係数が 1.2X 10-
3 m2/s (脚質な屑相)-5.4 

X 10-
4 
m
2
/s (中粒質な層相)で， 貯留係数は 1-3X10-

3
前後の値を示している。

年間の被圧水頭の変化は図 2-6-48のとおりで，三原低地の全揚水量の多少 (表 2-6-12)と密接

に関連しており，中央部の観測井で，8月の最大期に 5.53mの降下を示し， 1年間で1.57mの

回復不能な部分がみられた。また，海岸に近い部分でも 5.99mの降下を示し，年間では 0.44m

が回復不能であった。

扇状地磯層および沖積砂磯層中には，比較的豊富な不圧地下水があって，淡路島の農業用水お

よび飲雑用水として重要な水源となっている。
あんζ う どかん

とくに，扇状地l深層中には，淡路島で「暗潜」あるいは 「土管」と呼ばれる集水暗渠が無数に

存在している。湧水量の大きな例として，長さ 200mの暗渠で，かんがい期 2，200m
3/d，非かん

がい期 900m
3
/dが湧出する九

扇状地喋腐の透水係数は，浅井戸の揚水試験結果に よる と， 扇端部で 1.0-1.2cm/s，扇央か

ら扇頂部にかけて 10-
2cm/sのオーダーを示し，非常に透水性が良い。

このほか，淡路島の地下水利用で特筆すべき ことは，五色町の上水道源と して花商岩中の裂か

* これと似た例が三重県四日市市西部の台地(古期扇状地〉面にみられ， ここでは「マンポー」と呼ばれ

ている。
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水の開発に成功した例がある。 これは，約 30
0
の傾斜角で，深度約 200mの傾斜ボー リングを

4カ所で実施し，いずれも 1カ所当り 150-450m
3
fdの自1質量を得ている。

淡路島は古 くから 自然の湧水， 浅井戸，n音渠などの施設により ，11状維用水および農業用水とし

て，地下水が重要な役割を果た して きた。しか し， 1960年代から深井戸による地下水開発が普

及するにつれ，各市町村の上水道および農業用水として激しい勢いで深井戸が掘られるようにな

った。と ころが，一般に，過大な水位降下を与えている傾向にあり ，内陸部では水位低下に よる

揚水量の減少が半数以上の井戸で発生している。また，海津部では 3 塩水化が進行する とともに，

地盤沈下 も発生し，淡路島で、の通常の地下水開発はほぼ限界に達している と考えられる。
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